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れ (0.Lewis)， そしてすでに 7(年代初頭にはかかる見地が通説となっていると考えられる。
はしりもこの見解をとる ILO， Towardy Full Employment; A Programmefor Col開 1bia，
Geneva， ILO， 1970.)なおその後議論は，移住者の市民的成長を主要な側面とみるものを含むに
至め，なかなか興味深いものがある。 (Lloyd，P.， 'J.heιYoung Towns' of Lima: Aspects OJ 
Urbanization問 Peru，C即 lbridgeUniversity Press， 1980， p.l拘〉























るのは(1)に属するものを中心に，ンプフ G.K. Zipf2)の ιgravitymodel'~ から出発 L
りー E.S. Lee3)に至るまでの各モデル白中心部分に説明を加えた叙述となっている。
著者は，移住過程を出発点，途上，到達点に 3区分し， (a)始点 ongmの地域関連要因，
2) Zipf， G田 rgeK.1946“Pj P2/D Hypoth田 is:On the Intercity Movement of Persons，" 
American SOciological Review， 11: 677-86 
3) Lee， Everett S.196E“A Theory of Migration"， De1旬ograthy，3: 47-57 
書評 『発展途上世界における園内移住制度』 (357) 117 




































年にはハγ ・アメリカン・ハイウェイが完成し， りマ市と結ぼれる。 これでもってベル
ー海岸部は南北を初めて陸路で結ばれ，支線がこれより内陸に仲びる結果， 交通網は大




公園， その他保健衛生施設の建設が他方で進行する。 こうして， 都市人ロは 1940年の













め 1962年には ベノレー は錦ー 践の漁業固となり.6年代末には同国外貨稼噂高の約3分のlはiJ:G
業によってもたらされるまでになった。 DavidP. Werlich， Peru.-A Short History， 1978~ 
p.261 
書評 I発展途上世界における固円移住制度』 (359) 119 
そこに居住1..-，生産される富はそよへ集中する。移住民は，老年よりは青年， しかもよ
り教育水準の高い優秀なもむが移住してくる。 かくて， 国内植民地主義 internalcolo-




















































7) A. BerrγJ‘A PositlVe Interpretation of the Expanslon of Urban Se円 icesin Latin 
Amerjca， with SQllle Cololllbian Evidence，" Journal of DevelotmJ'nt Studip'_c， VoL XTV. 
No.2， 1978， p.211 
8) たとえば世界担行くIBRD)が発汗した止の著作は， このような先導担を弼1M二国際機関の立
場から植民地制度の運命がほぼ定まった195C年以降の四半世紀聞について，後進諸国の経済発展
に総括を与えている。 Morawetz，David， Twe叫ν-.fiveYears of Eco!lomic D町 elopment，
1950 to 1975， The Johns Hopkins University Press， 1977 


















点主主題に選んでいる第 2論文U検討を試みる ζ とにしよう o
IV 
本書所収第2論士は， ，刻七する人口ρ タンの社会的意味，コロソピアにおける農村
人口減少の事例」と題されていて，主に“ origin"に分析を集中している。著者は， E. 




てし 1る。しかし，この一般化はコロ Yピアにおいてはもはや有効ではない。J(p. 17)す
なわち1951-73年の期間本'とってみると， 農村人口の絶対的減少が検出されるのであり，
しかもそれはこの国の伝統的な中核地域〔ポヤカ Boy出品，アンチオキア Antioquia， ず
122 措 2) 第 129巻第4・5号
ィエホ・カルダス ViejoCaldas， トリマ Tolima，ノりニョ Norinoといった人口調密
な高地部〉において特に顕著/ぷちつである。 農村人口減少は大規模に開始されており，ま























である o (1-1. Herring. A Histo叩ぜLat帥 A情的'ca，1968. p.567.)ヨロンピアの現代史に
ついては，次の文献が要領よくまとめているロラテン アメリヵ協会編「ラテン アメリカの座
史」中央公論社，昭和田年。この国では， 30.....40年代を通じて，自由主義者が進表的社会運動の
主要な担い手であり， E ガイタンは， その左派を代表する指導的人物であった。争百Lは運動の
組織力の弱さを反映している。
書評 『発展途上世界における園内啓住制度」 (363) 123 
こうして自由な移動可能性を得た人々を都市へ引き寄せるもの， それは p 都市の農村
に比較しての生活水準の高さであき。他方，かかる人々を押し出す刀が農村に働い亡し、
品。それは数十年に及ぶ急速ぽ人口増加である。農村には限られた農地と雇用機会に衝
























本論文の著者は. I近代化」の中味をより F、体的にしτおいて， 分析にあたるべき
であった。 lifi代化」とは単なる物的変化に止まらず， 質的な「社会変革J"societal 



























11) CIDA (Centro Inter-Americano de r::田町rolloAgrIC-ola，来介|農業開発セγタ 〕は1960
年代中葉，キュ パ革命に触発されてラテン アメリカ 7ヵ国の農業 土地問胞の研究に着手 L
た。その成果の要約は， S. Barraclough (ed.)， Agran伽島町lctu何 inLatin America. D 
C. Heath and Company， 1973. として公表された。本稿の土地所有に関する事実関係の記述は
同書による。
書評 『発展途上世界にお切る園内移住制度』 (365) 125 
ミニフンディオが多数を占めている。 ミニフンディオ民民は，その保有地で全生活資料
を稼ぎ出せず， イ也に労働の場主求あることによってその不足分を補わねばならない上に，
他方でその保有地で生産される生産物は， どんなに飢えていても自家消費ナる ζ とを許
されず，市場に山さなければならなL、。流出する良民の中心部分は，かかる部類に属し
ていることが推察される。小じているであろう土地集中すなわち農村における生産手段
の再分配は，この部類の農民の保有地喪失の結果であることが想像されるのである。
ここで問題なりは， このような農民が従来のラティフンディオ・ミニフンディオとい
う均衡を被って， なにゆえに，ついには都市流出を企てるのかあるいはそうせざるをえ
ないのか，ということである。言いかえれば，出稼ぎ型ではなく都市定着に帰結する人
口流出がなにゆえかくも大量に生ずるのかということが問題なのである。 かかる事態を
引き起す直接の契機が土地の集中 Eある乙とは一応推察されるorCあるが， それは一体
何を原悶として生じてしるのであろうか。
ともあわ， かかる方向での究明があってはじめて流出論は，十分な説明になることが
できるであろう。少々立ち入って検討を加えてきたこの論文は， 資本"，にかかる龍動性
を与える内外の一般的要因白他i乙 土地所有と資本の相互作用に関する研究の必要性を
読者に痛感させるものとして，一定の意義を有しているといえるであろう。
(1981年 6月脱稿， 10月補筆〕
12) コロンピアを運動領域とする資本は.アンチオキアをと中心として肱大するコ ヒー生産を土台
に成立する国民的資本とハナマ分離問題の処理をはかる対米長約(，トムソンーウルチラ条約，
1922年)を画期として怠故に流入する外国資本から成る。資本の顕著な作用は，この時点より始
まり， 3C年代の停滞の桂，第2次大戦後に飛躍的な高まりをみることになる。その過程は他のラ
テン アメリカ諸国の場合と同じように，基本的には，近代的大工業の部分的形成を伴う製造業
部門の成立をもって，その特世としている e
